流し宣伝用原稿例
２０２６年２月１１日　日本共産党埼玉県委員会　作成
※メインスポット※
●ご近所のみなさん、こんにちは。国民のためにブレずにはたらく、日本共産党です。
　衆議院総選挙では、日本共産党は全国で四議席、埼玉を含む比例北関東ブロックで、塩川鉄也さんの議席を守ることができました。選挙中のご協力、ありがとうございました。
　自民党は三分の二を超える議席を取りましたが、選挙中は具体的な政策について語らず、選挙に勝ったからなんでもやっていい、など認められません。世論と運動で高市政権を包囲し、希望のもてる新しい政治をひらくために、日本共産党は引き続き頑張ります。

●アメリカがベネズエラを攻撃し、大統領を連れ去りました。「力による現状変更」は、国連のルール違反であり、日本共産党は強く非難します。日本政府は、アメリカに対し、「国際法を守れ」「侵略やめよ」とハッキリ言うべきです。

●アメリカの要求で２１兆円もの軍事費拡大を前倒しする自民・維新政権。日本共産党は、日本をミサイル列島に変える大軍拡には反対です。アメリカいいなりの政治にキッパリ対決、反戦平和つらぬいて１０３年の日本共産党です。

※メインスポット※

●高市首相の「台湾有事」発言で中国との対立と緊張が高まっています。日本が攻撃されていなくても中国と戦争がありうるという危険な発言は撤回すべきです。中国も対立を煽る言動は慎むべきです。日本共産党は、軍事でなく外交での問題解決をよびかけています。

※メインスポット※

●気候危機が深刻です。それなのに政府は、原発再稼働、石炭火力の拡大へ逆戻りしています。日本共産党は、持続可能な未来へ力を尽くします。ＣＯ２削減へ、再エネと省エネを本気ですすめるために、みなさんと力をあわせます。

●選択的夫婦別姓、いまこそ実現させましょう。国会では約３０年ぶりに議論がされています。日本共産党は、夫婦がそれぞれ自由に苗字を選べる社会をめざします。ご一緒に前へ進みましょう。


※メインスポット※
●ご近所のみなさん、こんにちは。国民のためにブレずにはたらく、日本共産党です。
　衆議院総選挙では、日本共産党は全国で四議席、埼玉を含む比例北関東ブロックで、塩川鉄也さんの議席を守ることができました。選挙中のご協力、ありがとうございました。
　自民党は三分の二を超える議席を取りましたが、選挙中は具体的な政策について語らず、選挙に勝ったからなんでもやっていい、など認められません。世論と運動で高市政権を包囲し、希望のもてる新しい政治をひらくために、日本共産党は引き続き頑張ります。

●いま物価が本当に高いままです。日本共産党は、値上げに負けない大幅な賃上げをめざします。中小企業への賃上げ支援を国が責任をもっておこない、大企業と大金持ちに偏った利益を、働く人へ、中小企業へ、しっかり回していきます。

●くらしを守るには、消費税の減税がもっとも有効です。まず５％に減税を。インボイスは廃止へ。日本共産党は、消費税ゼロをめざして、他の野党にも働きかけています。

※メインスポット※

●自民・維新政権がねらう〝医療の負担増〟は、くらしを直撃します。解熱剤、風邪薬、アトピー治療薬まで大幅に値上げし、患者負担をふやす。これは許せません。日本共産党は、医療制度を壊す政治に、しっかり対決します。

●昨年の臨時国会で、自民・維新がすすめた乱暴な衆議院の定数削減は失敗しました。日本共産党は、多様な国民の声を切りすてる定数削減には反対をつらぬきます。民主主義を守り、国民の声が届く政治を実現するために全力をつくします。

※メインスポット※

●デマや差別は、社会を壊します。生活が苦しいのも、給料があがらないのも、原因は自民党政治です。外国人のせいではありません。日本共産党は、すべての人の人権を守り、差別やヘイトを許しません。

●維新の税金還流疑惑、自民の裏金犯罪。「しんぶん赤旗」が次つぎとうつスクープが大きな注目を集めています。毎週お届けする日曜版は月９９０円。毎日読める日刊紙は１カ月３４９７円。スマホで読める電子版もあります。ぜひご購読ください。
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